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 開催日  2018年4月13日(金)  晴れ  

  出発   新百合ヶ丘駅                        

        午前 9時00分 

  解散   午後 3時40分(青梅駅) 

  参加者  18名  



コース 
 新百合ヶ丘駅 ⇒登戸駅 ⇒立川駅⇒青梅駅⇒ 

梅岩寺⇒昼食(金時) ⇒永山 (青梅丘陵)ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽ  

⇒青梅鉄道公園⇒昭和レトロ３館⇒多摩川⇒ 

鮎美橋⇒釜の淵公園⇒旧宮崎家住宅⇒郷土博物館  

⇒柳淵橋 ⇒(大学いも)⇒金剛寺⇒旧稲葉家住宅 ⇒ 

青梅駅⇒立川駅 ⇒登戸駅 ⇒新百合ヶ丘駅  



青梅駅 

青梅は昭和レトロ発祥の地。駅の地下道にも映画の看板が 



青梅駅出発 

今日も絶好のお花見日和！ 



梅岩寺  

長徳年間(995年～999年)に開山した真言宗のお寺。 



梅岩寺  

境内には弘法大師の像と足形が祀られている。その足形を踏めば、四国八十
八カ所の巡礼と同じくらいの功徳があるといわれている。 



残念！しだれ桜は葉桜に  

山門には市の天然記念物でもある、2本の枝垂れ桜があります。濃い紅色の美
しい桜は、例年4月中旬に見ごろを迎える。 

今年は、3月の終わりに満開に 



本来なら、こんな眺めが  

https://blogs.yahoo.co.jp/mennkuimenmen/GALLERY/show_image.html?id=40891185&no=1


途中の風景   2018-03-30  

そういえば、前回の高尾駅前しだれ桜が満開でした・・・・ 



境内の草花  

飛燕草 

ジロボウエンゴサク 



昼食 天ぷら 金時  



昼食風景 

盛合せ定食 1,000円 



永山(青梅丘陵)ハイキングコースへ 

昼食を終え、梅岩寺裏の急な坂道を登ること約15分 



秋葉山神社に着きました  

一寸一息入れて 



第２休憩所下へ  

更に、なだらかな坂を登ること約10分 



第２休憩所下に着きました 

第１休憩所へ 



第１休憩所 

遠くに塩船観音寺が見える 



これからは下り坂 



青梅鉄道公園 

ＳＬなど昔懐かしい鉄道車両が展示されています 



更に下って  

満開のイチヨウ桜の下を通り、麓に戻りました 



昭和レトロ商品博物館 

青梅市は昭和レトロの発祥の地で、昔懐かしい町並みが楽しめる観光
スポットとして密かな人気となっている。 

中でもノスタルジックな気分に浸れるのが、「昭和レトロ商品博物館」、 
「青梅赤塚不二夫会館」、 「昭和幻燈館」の3館です 



青梅赤塚不二夫会館  

天才バカボンのパパなのだ 



昭和幻燈館  

今回は、行かなかった 



街中の商店  

街のあちこちにレトロな映画の看板もある 



鮎美橋(多摩川) 



釜の淵公園 

多摩川沿いの豊かな緑が残る公園 



郷土博物館 

釜の淵公園内に建てられている博物館。 青梅市の歴史的な民具類や古文書、遺跡

から発掘された考古資料等が展示されている。 



展示物 



旧宮崎家住宅 

青梅市立郷土博物館構内にある農家で、入毋屋造、茅葺、三間取広間型の平面になる。
小規模ではあるが、比較的改変が少なく、当初の状態がよくわかる。。 



柳淵橋 



青梅大学いも学部 

コロッケの代り 

ﾌﾟﾚﾐｱ大学芋 

ｽﾗｲｽ塩けんぴ 



金剛寺 

真言宗豊山派寺院。中庭には、平将門伝説をもつ「将門誓いの梅」があり東京都
の天然記念物に指定されている。梅の季節を過ぎても実が黄色くならず青いことか
ら「青梅(おうめ)」と呼ばれ、青梅市の名称の由来となったともいわれている。 



金剛寺しだれ桜 

残念！葉桜 

本来なら 

梅岩寺の枝垂れ桜と、姉妹と言われる樹齢150年のしだれ桜があることでも有名 



旧稲葉家住宅 

江戸時代に青梅宿の町年寄を勤めた稲葉家の旧宅です。稲葉家は青梅でも有数の
豪商で、材木商や青梅縞の仲買問屋を営んでいました。。 



街中の商店 



いつもの所で 

たっぷり飲んで食べたとか？ 



   ご静聴有難うございました 

今後の予定は、             

               
  5月24日(木) 神田川(神田上水)(１) 
             井の頭公園(源流)～永福橋 
 
  6月13日(水) 県立相模原公園 菖蒲、アジサイ  
 
  7月25日(水) 築地場外、東銀座～(地下街) 
            ～大手町 探索     
 
ですので、宜しくお願い致します。 


